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２．

旅
模
様
・
東
海
道
中
膝
栗
毛

十
返
舎
一
九
の
大
ヒ
ッ
ト
小
説
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」

を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
た
滑
稽
で
旅
情
あ
ふ
れ
る
浮
世
絵

を
紹
介
し
ま
す
。

３．

ゴ
ッ
ホ
と
広
重

世
界
的
に
有
名
な
巨
匠
・
ゴ
ッ
ホ
が
浮
世
絵
か
ら
い
か

に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
か
を
、
広
重
の
風
景
画
を
例
に

紹
介
し
ま
す
。

「
浮
世
絵
」
は
、
江
戸
時
代
に
「
庶
民
の
絵
画
」
と
し

て
誕
生
し
、
町
人
た
ち
が
求
め
る
娯
楽
や
流
行
と
い
っ
た

話
題
や
、
時
々
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
媒
体

と
し
て
、
江
戸
を
中
心
に
大
流
行
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
風
景
画
や
役
者
絵
、
美
人
画
な
ど
実
に
幅

広
く
、
そ
こ
に
は
人
々
の
暮
ら
し
や
楽
し
み
な
ど
が
余
す

所
な
く
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
単
純
な
線
と
色
面
に
よ
る
大
胆
な
構
図
や
華
麗
な

色
彩
、
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
な
ど
は
、
現
代
の
我
々
か

ら
見
て
も
非
常
に
斬
新
で
、
当
時
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、

時
代
を
超
え
て
観
る
者
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
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広
重
と
北
斎
の

「
東
海
道
五
十
三
次
と
浮
世
絵
名
品
展
」

〜
歌
麿
・
写
楽
か
ら
幕
末
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ま
で
〜

４
月
25
日
（
金
）
〜
６
月
１
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

ま
た
、
浮
世
絵
は
ゴ
ッ
ホ
な
ど
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画

家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
、
現

在
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
風
景
画
で
活
躍
し
た
歌
川
広
重
（
一
七
九
七

〜
一
八
五
八
）、
画
狂
人
と
称
し
た
[
飾
北
斎
（
一
七
六

〇
〜
一
八
四
九
）、
美
人
画
の
名
手
・
喜
多
川
歌
麿
（
一

七
五
三
？
〜
一
八
〇
六
）、
謎
の
役
者
絵
師
・
東
洲
斎
写

楽
（
正
没
年
不
詳
）
ら
代
表
的
な
浮
世
絵
師
達
が
描
い
た

個
性
豊
か
な
作
品
や
、「
妖
怪
絵
」「
寄
せ
絵
」「
横
浜
絵
」

と
い
っ
た
幕
末
に
流
行
し
た
様
々
な
浮
世
絵
な
ど
を
、
広

重
と
北
斎
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」
を
中
心
に
、
名
作
版

画
約
二
百
点
を
紹
介
し
ま
す
。

１．

広
重
と
北
斎
の
東
海
道
五
十
三
次

広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
」「
五
十
三
次
名
所
図
会
」、

北
斎
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」
に
大
正
時
代
に
撮
影
さ
れ

た
「
五
十
三
次
」
の
古
写
真
を
あ
わ
せ
た
計
四
種
類
の

「
東
海
道
五
十
三
次
」
を
紹
介
し
ま
す
。

歌川広重「保永堂版　東海道五拾三次　日本橋」（初摺り）

歌川広重「保永堂版　東海道五拾三次　蒲原」（初摺り）

柳川重信「東海道五十三次　日本橋」

平
成
15
年
４
月
25
日
（
金
）
〜

６
月
29
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

三代豊国
「東海道五十三次内　江尻（弥次郎兵衛）」

フィンセント・ファン・ゴッホ
「雨中の橋」

※本作品は写真展示です。

歌川広重
「名所江戸百景　大はしあたけの夕立」



主
催
（
予
定
）

財
団
法
人
七
尾
美
術
館
　

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
援
（
予
定
）

能
登
地
区
各
市
町
村
教
育
委
員
会

「
現
代
美
術
展
」
は
、
石
川
県
下
で
最
大
規
模
を
誇

る
公
募
展
で
す
。
そ
の
歴
史
も
古
く
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
二
十
年
十
月
に
「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日

本
建
設
へ
の
寄
与
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
記
念
す
べ
き

第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
継
続
さ

れ
今
回
で
五
十
九
回
目
と
な
り
、
石
川
県
立
美
術
館
を

皮
切
り
に
、
加
賀
展
・
松
任
展
と
巡
回
し
、
七
尾
展
で

そ
の
幕
を
閉
じ
ま
す
。

当
展
は
県
内
在
住
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人

間
国
宝
）
を
筆
頭
と
し
た
現
代
の
美
術
界
を
牽
引
す
る

作
家
作
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
更
な
る
制
作
活
動
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
家
ま
で
の
幅
広
い

層
か
ら
、
千
点
に
も
及
ぶ
作
品
が
出
品
・
応
募
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

七
尾
展
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
第
二
回
展
が
七

尾
御
祓
国
民
学
校
講
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
四
月
の
当
美
術
館
開

館
以
後
は
能
登
地
方
関
連
作
家
作
品
を
中
心
に
、「
現
代

美
術
展
」
の
地
方
展
と
い
う
形
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は
貴

重
で
あ
り
、
石
川
県
に
お
け
る
現
代
美
術
の
流
れ
を
展

観
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
尾
展
で
は
「
現
代
美
術
展
」
入
選
作
品
の
中
か
ら
、

能
登
地
区
（
押
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
、
最
高
賞
・

次
賞
・
委
嘱
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身

委
嘱
作
家
作
品
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員

の
作
品
を
選
抜
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
六
部
門
で
約
二
百
点
を
展
示
予
定
で
す
。
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「第58回現代美術展　七尾展」 展示室風景

「
第
59
回
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

６
月
６
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）

◇
観
　
覧
　
料

大
高
生

一
　
般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

４．

黄
金
期
の
浮
世
絵
ア
ラ
カ
ル
ト

江
戸
時
代
後
期
の
「
浮
世
絵
の
黄
金
期
」
を
築
い
た
北

斎
や
歌
麿
、
写
楽
な
ど
の
美
人
画
、
役
者
絵
、
風
景
画
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

５．

幕
末
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

幕
末
の
混
沌
と
し
た
時
代
を
背
景
に
登
場
し
た
「
異
国

趣
味
の
風
景
画
」「
妖
怪
絵
」「
寄
せ
絵
」「
横
浜
絵
」
な

ど
多
種
多
様
な
浮
世
絵
を
紹
介
し
ま
す
。

東洲斎写楽
「四代目岩井半四郎の乳母　重の井」

歌川国芳
「みかけ八こ八ゐがとんだいい人だ」

◇
観
　
覧
　
料

大
高
生

一
　
般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個
　
人

団
　
体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。
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６
月
15
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

ピ
ア
ノ
の
独
奏
と
連
弾
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
、各
自
選
ん
だ
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

達
し
の
ぶ
音
楽
教
室
門
下
生

後
　
援

㈱
河
合
楽
器
製
作
所
・
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
・

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
・
ヒ
ラ
タ
ピ
ア
ノ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

連
絡
先
　

達
し
の
ぶ

@
〇
七
六
七
（
六
二
）
三
四
九
七

６
月
20
日
（
金
）

開
演
　
午
後
７
時

七
尾
市
出
身
、
桐
朋
学
園
大
学
卒
の
寺
井
梓
&
北
海
道

出
身
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
卒
の
坂
田
朋
優
。
各
地
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
経
験
の
あ
る
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
二
人
が
今

回
七
尾
美
術
館
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
実
現
。
是
非
こ
の
機

会
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

入
場
料

一
般
　
千
五
百
円
　
高
校
生
以
下
　
千
円

親
子
　
二
千
円

主
　
催

ヤ
ン
グ
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
る
会

後
　
援

七
尾
市
教
育
委
員
会
・
七
尾
市
文
化
協
会
・

能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会
・
北
國
新
聞
社
・

ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先
　

寺
井
　
洋
子

@
〇
七
六
七
（
五
二
）
三
〇
三
九

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】

毎
月
第
２
･
４
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜

・
４
月
12
日

「
彫
漆
〜
音
丸
耕
堂
の
わ
ざ
〜
」（
約
30
分
）

人
間
国
宝
と
呼
ば
れ
て
い
る
重
要
無
形
文
化
財
「
彫
漆
」
の
保

持
者
、
音
丸
耕
堂
の
作
品
制
作
の
過
程
を
克
明
に
描
く
。

・
４
月
26
日
・
５
月
10
日
・
24
日

「
浮
世
絵
と
歌
川
広
重
」（
22
分
）
他

浮
世
絵
、
特
に
歌
川
（
安
藤
）
広
重
の
版
画
資
料
を
手
が
か
り
に
、

江
戸
中
期
の
町
人
の
暮
ら
し
や
新
し
い
文
化
の
特
徴
を
描
く
。

・
６
月
14
日
・
28
日

「
日
本
の
美
術
工
芸
」（
28
分
）

日
本
の
誇
る
美
術
工
芸
を
浜
田
庄
司
、
森
本
華
弘
、
田
辺
竹
雲

斉
、
前
田
青
邨
、
富
本
憲
吉
、
松
田
権
六
、
棟
方
志
功
と
い
う

七
人
の
大
家
の
作
品
を
と
お
し
て
紹
介
す
る
。

問
合
せ
先

石
川
県
七
尾
美
術
館

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

当
館
主
催
の
催
し
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

達
し
の
ぶ
音
楽
教
室
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

第
四
回
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
レ
ッ
ト

降
る
雨
に
も
な
ん
と
な
く
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
…

い
よ
い
よ
春
到
来
！
そ
し
て
、「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」

参
加
募
集
の
お
し
ら
せ
で
す
。

今
回
は
、『
高
岡
市
美
術
館
』
と
志
功
ゆ
か
り
の

地
に
あ
る
『
福
光
美
術
館
』
の
２
館
で
同
時
開
催
さ

れ
る
特
別
展
「
棟
方
志
功
展
」
の
鑑
賞
を
メ
イ
ン
に

富
山
方
面
を
巡
り
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
版
画
家
の
棟
方
志
功
は
今
年
九

月
五
日
に
生
誕
百
年
を
迎
え
ま
す
。
志
功
が
生
み
出

す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
か
ら
は
、
創
作
に
対
す
る

ひ
た
む
き
な
姿
勢
、
美
を
探
究
し
続
け
る
心
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

同
展
覧
会
は
「
棟
方
志
功
展
」
と
し
て
は
過
去
最

大
規
模
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
北
陸
地
方
で
は
富
山

県
で
の
み
開
催
。
こ
れ
は
も
う
必
見
☆
と
い
え
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

◆
日
　
　
　
程

６
月
22
日
（
日
）

◆
見
学
予
定
地

高
岡
市
美
術
館
、
福
光
美
術
館

ほ
か
富
山
方
面

◆
参
　
加
　
費

五
、
〇
〇
〇
円

◆
募
集
定
員

先
着
45
名

（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
お
申
込
み
方
法

参
加
ご
希
望
の
方

は
、
５
月
１
日
（
木
）

以
降
に
参
加
費
を
添

え
て
、
当
館
受
付
ま

で
お
越
し
下
さ
い
。

参
加
者
大
募
集
！

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

６
月
29
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

石
田
ゆ
か
り
ピ
ア
ノ
教
室
、
藤
本
秀
美
由
社
中
（
三
味

線
）
の
合
同
発
表
会
で
す
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
三
味
線
合
奏
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
又
“ピ
ア
ノ
と
三
味
線
”

洋
と
和
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
聴
き
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

石
田
ゆ
か
り
ピ
ア
ノ
教
室
・
藤
本
秀
美
由
社
中

後
　
援

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
・
北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ

な
な
お
・
能
登
ピ
ア
ノ
レ
ス
ナ
ー
会

連
絡
先
　

石
田
ゆ
か
り

@
〇
七
六
七
（
五
三
）
四
六
二
八

寺
井
梓
＆
坂
田
朋
優
〜
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
共
演
〜
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こ
の
妙
蓮
寺
に
は
、
数
多
く
の
長
谷
川
派
と
思
わ
れ
る
襖
絵

が
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
残
っ
て
お
り
ま
す
の
は
全
部
で
三
十
八

面
（
表
裏
）
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
附
と
し
て
柳
の
絵
四
面
が
加
え
ら
れ
、
全
部
で
四
十
二
面

（
さ
ら
に
天
袋
四
面
を
合
わ
せ
て
）
で
す
。
そ
の
一
部
分
が
、
今

回
こ
の
美
術
館
に
来
て
い
ま
す
。

【
こ
の
後
に
続
く
報
告
は
、
当
館
「
美
術
館
だ
よ
り
」
前
号

（
三
二
号
）
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は
前
回
の
続
き
を
掲
載
し

ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
作
品
の
写
真
、
図
面
等
は
、
紙

面
の
ス
ペ
ー
ス
上
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
図
解
部
分
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

尚
、
全
文
掲
載
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
実
現
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。】

ス
ラ
イ
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
出
品
し
て
い
る
四
面
で
す
。

こ
こ
の
岩
、
こ
の
皴
法
が
狩
野
派
の
作
品
で
は
絶
対
に
出
て
こ

な
い
し
、
土
佐
派
と
か
大
和
絵
系
の
絵
描
き
で
も
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
を
見
た
時
に
、
我
々
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
題
名

を
つ
け
る
で
し
ょ
う
か
。
勿
論
桜
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
普

通
は
松
図
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
体
に
お

い
て
松
が
前
面
に
出
て
来
て
、
そ
の
背
後
に
桜
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
一
つ
の
部
屋
の
名
前
で

呼
ぶ
時
に
、「
松
之
間
」
と
呼
ん
だ
方
が
自
然
だ
と
言
え
ま
す
。

妙
蓮
寺
の
障
壁
画
で
、
こ
こ
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

や
は
り
絵
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
時
代
の
癖
と
い
う
の

が
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
金
雲
の
形
と
い
う
の
も
微
妙
に
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
い
う
非
常
に
大
ら
か
な
神
経
質
で
な
い
金
雲

の
形
と
い
う
の
は
、
や
は
り
あ
る
時
期
に
共
通
す
る
わ
け
で
す
。

結
論
を
先
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
を
慶

長
の
終
り
と
か
、
元
和
の
初
め
や
寛
永
に
持
っ
て
い
っ
た
り
し

ま
す
が
、
私
は
も
う
少
し
早
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

「
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
に
つ
い
て
」

講
師
　
　
狩
野
　
博
幸

等
伯
コ
ー
ナ
ー
　
　
講
演
会
報
告
②

・
絵
　
画
「
陳
希
夷
睡
図
」

長
谷
川
信
春
（
等
伯
）

桃
山
時
代
前
期
頃
（
十
六
世
紀
）
制
作

※
七
尾
市
に
て
購
入

・
洋
　
画
「
海
の
詩
―
旅
―
」

野
中
未
知
子

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
制
作

第
58
回
現
代
美
術
展

最
高
賞
・
石
川
県
知
事
賞
受
賞

※
野
中
未
知
子
氏
よ
り
寄
贈

・
　
書
　
「
小
倉
百
人
一
首
」

遠
藤
邑
石

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
制
作

第
58
回
現
代
美
術
展
委
嘱
賞
受
賞

※
遠
藤
邑
石
氏
よ
り
寄
贈

・
刀
　
剣
「
刀
　
銘
肥
前
住
播
磨
大
掾
藤
原
忠
國
」

播
磨
大
掾
忠
國

江
戸
時
代
前
期
（
十
七
世
紀
）
制
作

・
刀
　
剣
「
脇
指
　
銘
近
江
大
掾
藤
原
忠
廣
」

近
江
大
掾
忠
廣

江
戸
時
代
前
期
（
十
七
世
紀
）
制
作

※
奥
村
　
回
氏
よ
り
寄
贈

平
成
十
四
年
度
中
に
、
新
し
く
当
美
術
館
所
蔵
品
に

な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「小倉百人一首」遠藤邑石

「海の詩－旅－」野中未知子

「脇指 銘近江大掾藤原忠廣」 「刀 銘肥前住播磨大掾藤原忠國」

「陳希夷睡図」
長谷川信春（等伯）

新
収
蔵
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
「
所
蔵
品
展
」

な
ど
で
順
次
展
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
展
示
期
間
な
ど
に
関
し
ま
し
て

は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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次
ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
智
積
院
の
障
壁
画

で
す
。
最
近
こ
れ
は
、
等
伯
と
久
蔵
の
合
作
と
い
う
ふ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
年
）、
こ
の
智
積
院
の

障
壁
画
が
完
成
し
た
年
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
こ
で
見

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
松
の
葉
叢
の
描
き
方
で
す
。
こ
れ
は

松
の
下
枝
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
側

の
こ
こ
の
葉
叢
の
描
き
方
と
下
枝
の
描
き
方
の
共
通
点
で
、
長

谷
川
派
と
い
う
の
が
お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

次
ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
狩
野
永
徳
の
息
子
・

孝
信
の
絵
で
、
御
所
の
紫
宸
殿
の
た
め
に
描
い
た
絵
の
一
部
分

で
す
。
こ
れ
が
出
来
た
の
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
く

ら
い
で
す
。
こ
の
松
、
非
常
に
狩
野
派
ら
し
い
素
敵
な
松
で
す

け
れ
ど
も
ど
こ
か
予
定
調
和
的
な
、
の
ん
び
り
と
し
た
と
こ
ろ

が
な
い
で
す
ね
。
あ
る
人
々
は
、
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
を
こ
れ
と

同
じ
時
代
、
或
い
は
そ
れ
よ
り
も
後
の
時
代
に
お
い
た
り
し
ま

す
が
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
も
う
そ

の
時
に
は
兄
の
光
信
も
父
・
永
徳
も
お
り
ま
せ
ん
し
、
お
祖
父

さ
ん
の
松
栄
も
お
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
狩
野
派
の
棟
梁
の
役

目
を
果
た
し
た
狩
野
孝
信
が
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に

描
い
た
の
が
こ
れ
な
ん
で
す
。

ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
北
野
天
神
社
が
所
蔵
し

て
い
る
、
等
伯
の
二
男
・
宗
宅
の
屏
風
で
す
。
宗
宅
は
、
慶
長

十
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
等
伯
が
死
ん
だ
、
そ
の
一
年
後
に
死

ぬ
わ
け
で
す
。
そ
の
彼
の
晩
年
作
と
な
る
と
慶
長
年
間
の
作
品

だ
と
思
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
こ
の
金
雲
の
こ
の
間
の
抜
け
た
、

時
代
を
計
算
に
入
れ
て
も
何
か
ペ
タ
ッ
と
し
た
、
先
程
の
智
積

院
や
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
が
持
っ
て
い
た
、
あ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
堂
々
た
る
金
雲
の
形
と
い
う
の
が
一
切
な
い
わ
け
で
す
。
一

番
最
後
に
持
っ
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
慶
長
十
六
年
で
す
ね
。

そ
の
時
点
で
、
も
う
す
で
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
一
種
の
弛
緩
し

た
、
ゆ
る
い
絵
に
長
谷
川
派
は
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
見

ま
す
と
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
と
い
う
の
は
、
意
外
に
古
い
か
な
と
い

う
こ
と
が
段
々
お
わ
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
慶
長
七
、
八
年
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
京
都
・
妙
法
院
の
狩
野
光
信
画
に
も
、

妙
蓮
寺
障
壁
画
の
よ
う
な
あ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
覚
と
い
う

の
は
な
い
ん
で
す
。
ま
た
、
狩
野
孝
信
と
考
え
ら
れ
る
岡
山
池

田
藩
が
持
っ
て
い
た
屏
風
も
、
恐
ら
く
慶
長
の
半
ば
か
ら
後
半

に
か
け
て
の
作
品
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
表
現
と
比
べ
る
と
、
あ
る
種
う
る
さ
い
感
じ
が
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
京
都
国
立
博
物
館

の
阿
国
歌
舞
伎
の
絵
で
す
。
等
伯
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
少
な
く
と
も
長
谷
川
派
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
で

す
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
阿
国
の
歌
舞
伎
が
初
め
て
北

野
の
境
内
で
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
風
景
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。
こ
の
人
物
表
現
、
す
ら
り
と
立
つ
こ
う
い
う

姿
が
長
谷
川
派
の
風
俗
画
の
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
の
風
俗
画
は
、

今
ま
で
町
絵
師
の
作
品
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
長
谷
川
派
の
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
基
準
に
な
る
の
が
、
こ
の
屏
風
な
ん

で
す
。

次
ス
ラ
イ
ド
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
奈
良
が
描
か
れ
て

い
る
ん
で
す
。
こ
れ
も
長
谷
川
派
だ
と
い
う
こ
と
が
、
人
物
表

現
或
い
は
桜
の
表
現
と
か
松
の
表
現
な
ど
で
、
わ
か
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。
こ
こ
の
松
は
、
少
し
形
式
的
に
な
り
か
け
て
い
ま

す
が
、
狩
野
派
と
は
違
う
長
谷
川
派
の
松
の
特
徴
が
出
て
い
ま

す
。
阿
国
歌
舞
伎
を
長
谷
川
派
と
い
う
こ
と
に
決
め
ま
す
と
、

次
第
に
他
の
絵
も
長
谷
川
派
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
の
で
す
。
例
え
ば
岩
佐
又
兵
衛
と
か
の
絵
だ
と
、
人

物
が
も
っ
と
グ
ー
ッ
と
動
く
わ
け
で
す
け
ど
、
何
か
こ
の
長
谷

川
派
の
風
俗
人
物
画
と
い
う
の
は
、
こ
う
フ
ー
ッ
と
立
つ
ん
で

す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
を
基
準
に
す
る
と
、
南
蛮
屏
風
の
中
に

も
長
谷
川
派
と
い
う
の
を
当
て
は
め
て
い
く
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
す
。
い
わ
ゆ
る
風
俗
画
の
流
行
を
追
っ
て
い
る

絵
描
き
た
ち
の
よ
う
な
、
人
間
と
人
間
が
絡
み
合
う
よ
う
な
、

そ
う
い
う
姿
と
は
違
う
ん
で
す
。

今
、
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
か
ら
、
長
谷
川
派
と
思
わ
れ
る
風
俗

画
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
は
そ
の
松
の
表
現
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
が
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
に
つ
い

て
、
実
は
非
常
に
早
い
作
品
だ
と
思
う
一
つ
の
例
証
を
挙
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

天
端
寺
客
殿
障
壁
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
秀
吉
の
お
抱
え
絵

師
で
あ
る
狩
野
永
徳
筆
で
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
描

か
れ
た
も
の
で
す
。
実
は
、
こ
の
天
端
寺
と
い
う
の
は
、
大
徳

寺
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
天
正
十
六
年
に
秀
吉
が
お
母
さ
ん
の
た

め
に
建
て
た
ん
で
す
。
寿
塔
と
い
っ
て
、
生
き
て
い
る
間
に
建

て
た
お
寺
で
す
。
そ
の
客
殿
の
ほ
と
ん
ど
が
金
地
著
色
で
、
し

か
も
、
竹
、
松
、
桜
、
そ
し
て
菊
と
い
う
ふ
う
に
、
一
つ
の
主

題
で
一
つ
の
部
屋
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
江
戸
の
い

く
つ
か
の
記
録
で
わ
か
り
ま
す
。
安
土
の
お
城
は
も
う
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
こ
れ
が
残
っ
て
い
れ
ば
一
番
盛
ん
だ
っ
た
永
徳
の

基
準
作
に
な
り
え
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
様
々
な
事
が
言
わ
れ

ま
し
て
、
特
に
智
積
院
の
長
谷
川
一
派
に
よ
る
作
品
は
、
そ
れ

よ
り
後
に
描
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
天
端
寺
の
狩
野
永
徳

の
絵
を
参
考
に
し
た
に
違
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
絵
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
空
想
に
し
か

過
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
江
戸
時
代
に
そ

の
天
端
寺
に
行
っ
て
、
そ
れ
を
縮
写
し
た
も
の
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
近
世
の
京
都
の
絵
描
き
、
原
在
中
の
息
子
・

在
正
の
印
が
押
し
て
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が
そ
の
仏
壇
の
間

の
前
の
室
中
、
客
殿
の
間
に
あ
た
る
、
松
之
間
で
す
ね
。
ま
さ

に
松
一
色
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
た
も
の
の
一
部
分
が
描
か

れ
て
出
て
き
た
ん
で
す
。
松
が
描
か
れ
、
月
が
描
か
れ
て
い
ま

す
ね
。
つ
ま
り
、
紙
本
金
地
著
色
で
松
に
月
が
描
か
れ
、
金
雲

の
形
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
四
面
分
だ
け
が
、
こ
れ
で
出
て

き
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
武
田
恒
夫
先
生
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
は
私
が
別
の
所
で
、
も
う
一
つ
の
資
料
を
見
つ

け
た
ん
で
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
狩
野
芳
崖

が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
三
十
歳
の
時
、
江
戸
で
の
修
行
途

中
国
に
一
旦
帰
る
わ
け
で
す
。
そ
の
時
の
、
色
ん
な
物
を
見
た

り
し
た
物
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
上
段
を
見
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、「
三
月
廿
一
日
、
京
師
於
大
徳
寺
」
つ
ま
り
京
都

の
大
徳
寺
に
お
い
て
と
書
い
て
あ
り
、
そ
の
左
横
に
「
天
端
寺
」

と
書
い
て
あ
る
。
で
、「
永
徳
真
跡
」
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。
永
徳
真
跡
と
書
い
て
松
が
あ
っ
て
、
ず
ー
っ
と
上
の

段
は
繋
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
仏
壇
の
間
の
下
の

真
中
の
部
屋
。
で
す
か
ら
、
四
面
そ
し
て
こ
の
大
き
い
と
こ
ろ
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が
四
面
あ
っ
て
、
真
中
が
こ
れ
は
七
面
か
八
面
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
か
ね
。
つ
ま
り
、
松
が
最
初
の
と
こ
ろ
右
側
か
ら
い
き

ま
す
と
二
本
、
大
き
な
幹
が
二
本
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
丁

度
正
面
の
と
こ
ろ
に
一
本
の
松
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
ず
っ
と

続
い
て
い
っ
て
今
度
は
西
側
で
す
ね
、
西
側
に
四
面
の
松
が
あ

る
。
で
す
か
ら
、
先
程
の
妙
蓮
寺
の
客
殿
も
、
正
面
室
中
の
間

の
仏
壇
の
間
の
境
に
は
、
四
面
で
は
な
く
て
八
面
な
い
し
七
面

位
の
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
実
は
松
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
中
に
、

太
陽
と
月
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
す
。
太
陽

と
月
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
金
、
金
板
で
す
ね
。
或
い
は
銀

板
で
す
ね
。
月
が
多
分
銀
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
そ
れ

が
貼
り
付
け
て
あ
っ
た
に
違
い
な
い
わ
け
で
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
太
陽
と
月
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
月
、

日
月
松
図
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
珍
し
い
描
き
方
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
ん
で
す
。
こ
こ
で
、
重
要
な
の
は
、
こ
の

一
番
最
初
の
三
月
廿
一
日
と
い
う
字
が
書
か
れ
て
い
る
下
に
、

木
が
描
か
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
こ
に
永
徳
真
跡
八
重
桜
、
永
徳

真
跡
桜
之
図
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
と
、
下
の
真
中
の
や
は
り

四
面
の
図
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
永
徳
真
跡
と
八
重
桜
と
い

う
の
が
あ
る
。
そ
う
し
ま
す
と
、
こ
の
妙
蓮
寺
の
図
面
を
ち
ょ

っ
と
思
い
描
い
て
く
だ
さ
い
。
今
、
松
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の

部
屋
で
す
。
つ
ま
り
天
端
寺
の
松
の
絵
と
い
う
の
は
、
こ
の
①

の
部
屋
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
桜
は
一
体
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か

と
い
う
と
、
こ
の
②
の
部
屋
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

四
面
四
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
つ
ま
り
上
段
の

間
の
境
と
、
こ
の
②
と
③
の
間
の
境
、
四
面
四
面
、
だ
か
ら
丁

度
ぴ
っ
た
り
合
う
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
、
芳
崖
は
桜
を
描
き
ま

し
て
、
し
か
も
そ
こ
に
八
重
桜
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、
こ
の
松

と
桜
で
す
ね
。
松
と
桜
が
こ
の
永
徳
の
と
、
非
常
に
よ
く
似
て

い
る
ん
で
す
ね
。
非
常
に
幹
の
下
の
方
が
太
く
て
上
の
方
が
細

く
な
っ
て
い
く
。
恐
ら
く
、
智
積
院
の
絵
を
檜
と
か
、
桜
と
か

松
と
い
う
よ
う
な
部
屋
ご
と
に
分
け
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら

く
こ
の
天
端
寺
に
な
ら
っ
た
、
或
い
は
同
じ
画
体
で
も
っ
と
面

白
く
描
い
て
や
ろ
う
と
い
う
事
で
、
描
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
永
徳
の
よ
う
に
、
下
が
異
常
に
大
き
く
て
、
ぐ
う
っ
と
し

か
も
曲
が
り
な
が
ら
細
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
松

で
も
桜
で
も
な
い
ん
で
す
。
特
に
桜
の
場
合
、
永
徳
の
場
合
は

松
と
桜
が
ほ
と
ん
ど
一
緒
な
ん
で
す
。
こ
れ
桜
と
書
い
て
な
い

と
わ
か
ら
な
い
位
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
少
な
く
と
も
妙
蓮
寺
の

も
の
、
そ
れ
か
ら
智
積
院
の
久
蔵
と
い
わ
れ
る
桜
は
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
時
代
が
文
禄
で
す
か
ら
、
僅
か

な
違
い
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
い
う
風
な
描
き
方

を
し
て
い
る
所
に
、
彼
の
長
谷
川
派
の
意
欲
と
い
う
も
の
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
八
重
桜
と
い
う
こ
と
で
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
大
田
蜀
山
人
と
い
う
人
が
書
い
た
随

筆
『
一
話
一
言
』
の
中
に
、
寛
政
六
年
の
日
付
で
収
載
し
て
い

る
岐
阜
の
関
藩
士
・
池
田
正
樹
の
筆
記
が
あ
り
ま
す
。
天
端
寺

の
絵
を
見
て
書
い
た
文
章
で
す
。「
松
に
日
月
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
、
松
に
日
月
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ

で
証
明
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
と
そ
こ
に
「
金
貼
リ
付
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
金
属
を
貼
り
付
け
た
ん

で
す
。
そ
れ
も
こ
れ
で
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、

こ
の
桜
に
つ
い
て
も
書
い
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
何
と
書
い

て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
金
貼
り
付
け
、
こ
れ
は
金
地
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
こ
れ
を
ウ
キ
ザ
ク
ラ
と
い
う
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浮
い
て
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
妙
蓮
寺
の
障
壁
画
で
一
番
目
に
つ
く
の
は
何
か
と
い

う
と
、
も
ち
ろ
ん
松
と
か
桜
の
木
の
形
と
か
松
の
枝
の
、
こ
の

枝
の
動
き
は
こ
の
天
端
寺
の
松
の
枝
と
全
く
一
緒
の
動
き
を
し

て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
は
桜
で
す
。
下
に
胡
粉
を
盛
り
上
げ

て
、
こ
ん
な
に
厚
い
ん
で
す
。
こ
れ
が
、
ま
さ
に
浮
桜
で
す
。

或
い
は
八
重
桜
と
い
う
、
そ
の
表
現
で
す
ね
。
つ
ま
り
彼
ら
に

と
っ
て
、
天
端
寺
の
絵
の
桜
で
パ
ッ
と
目
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

或
い
は
頭
に
残
っ
た
の
は
、
八
重
桜
と
い
う
言
葉
で
あ
る
し
、

浮
桜
と
い
う
言
葉
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
も
う
普
通
の
絵
で
は

考
え
ら
れ
な
い
位
に
盛
り
上
げ
ら
れ
た
、
そ
う
い
う
桜
の
表
現

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

実
は
、
こ
れ
は
智
積
院
の
桜
も
同
じ
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
の
様
に
、
花
び
ら
を
グ
ウ
ッ
と
盛
り
上
げ
る
と

い
う
の
が
そ
の
後
出
て
く
る
の
は
、
元
禄
頃
で
す
。
元
禄
頃
に
、

琳
派
系
の
絵
描
き
の
中
に
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
こ
の
天
端
寺

そ
し
て
智
積
院
と
い
う
こ
れ
ら
が
、
大
体
天
正
の
終
り
か
ら
文

禄
の
二
年
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
一
五
八
八
年
位
か
ら
一
五

九
三
年
位
ま
で
に
、
ま
ず
永
徳
が
試
み
、
そ
し
て
長
谷
川
久
蔵

と
い
う
か
長
谷
川
一
門
が
や
っ
た
と
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
こ
の
妙
蓮
寺
障
壁
画
の
ま
さ
に
浮
桜
と
い
う
表
現
は
、

大
体
ほ
ぼ
こ
こ
ら
へ
ん
に
持
っ
て
こ
な
く
て
い
け
な
い
わ
け
で

す
。
慶
長
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
先
程
の
例
え
ば

狩
野
孝
信
の
絵
で
あ
っ
た
り
し
て
、
狩
野
派
で
グ
ウ
ッ
と
盛
り

上
げ
る
桜
の
表
現
と
い
う
の
は
一
切
な
い
ん
で
す
。

幾
つ
か
い
ろ
ん
な
事
を
言
い
ま
し
た
け
ど
も
、
蓋
然
性
と
し

て
私
は
や
は
り
日
舜
上
人
の
時
代
、
聚
楽
第
が
破
却
さ
れ
た
そ

の
材
木
を
も
っ
て
大
方
丈
を
建
て
た
、
つ
ま
り
こ
れ
が
客
殿
で

あ
っ
て
、
そ
の
時
に
こ
の
作
品
が
描
か
れ
た
に
違
い
な
い
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
様
々
な
こ
の
豊
か
な
金
雲
の

表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
松
の
上
か
ら
グ
ウ
ー
ッ
と
伸
び

て
く
る
姿
で
す
ね
、
こ
れ
は
実
は
智
積
院
と
も
同
じ
な
ん
で
す

け
ど
、
永
徳
の
天
正
十
六
年
の
天
端
寺
の
松
で
実
は
も
う
創
ら

れ
て
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
天
端
寺

に
あ
っ
た
桜
と
同
じ
よ
う
に
、
桜
の
一
つ
一
つ
の
花
弁
が
堂
々

た
る
盛
り
上
げ
を
し
て
、
ま
さ
に
ウ
キ
ザ
ク
ラ
と
い
う
名
前
に

ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

こ
れ
は
文
禄
年
間
の
終
り
か
ら
、
そ
し
て
慶
長
初
年
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
慶
長
の
終
り
で
あ
る
と
か
元
和
、
或
い
は
寛

永
に
置
く
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
等
伯
が
関
与
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
に
等
し
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
、
こ
れ
が
文
禄
の
終
り
か
ら
慶
長
の
初
め
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
等
伯
が
最
盛
期
に
こ
の
妙
蓮
寺
障
壁
画
に
関

わ
っ
た
可
能
性
が
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
言

え
る
訳
で
す
。
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
恐
ら
く
言
わ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
こ
の
可
能
性
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

一
応
結
論
的
に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
京
都
国
立
博
物
館
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
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（４月～６月）

◆４月　７、14～24

◆５月　無休

◆６月　2～5、9、16、23、30

◆第２展示室

能登空港開港記念３館合同企画展事業

特別展「 能 登 の 魅 力 」
～豊かな自然との出会い～

本年７月７日、新しい空の玄関口「能登空港」がいよいよ開港します
が、その記念特別展としまして輪島漆芸美術館、能登島ガラス美術館と
当館の３美術館による初めての合同展「能登の魅力」を開催する事とな
りました。
本展では各館が所蔵する特色ある美術品を通して、それぞれの視点に

よる「能登の魅力」を紹介します。当館については「豊かな自然との出
会い」をテーマとして、「空」「海」「能登の風土」にちなんだ各作品を
展示予定です。

平成15年７月５日（土）～８月31日（日）

「海の詩－旅－」 野中 未知子（当館蔵）

◆第１・２展示室

「 長谷川等伯展 ―描かれた動物たち―」

当館では、桃山時代に京都で活躍した画人・長谷川等伯の郷里にある
美術館として、平成８年度より毎年「長谷川等伯シリーズ展」を開催し
ており、今年で８回目を迎えます。
等伯は仏画・肖像画・花鳥図・山水図と様々な画題に才能を発揮して

いますが、動物描写においても高い評価を得ています。今回は、出光美
術館所蔵の水墨画を中心に、等伯が描いた動物たちに焦点を当て、等伯
の人間像にも迫ります。

【写真：「竹虎図屏風」長谷川等伯　６曲１双（内左隻部分）出光美術館】

平成15年９月６日（土）～10月５日（日）

◎次号・第34号（夏号）は７月５日発行予定です。

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約1時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒　　歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約6分


